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高校2年生での優勝は歴代初!大門さんおめでとうございます!	  

　５月２２日（金）〜２４日（日）、戸

田ボートレース場で全日本軽量

級選手権大会が行われた。	

　第３７回目となるこの大会で、大

門さんが大学生・社会人を抑え女

子シングルスカルで優勝！	

　応援に行った予選での様子と、

決勝までの軌跡をレポート。	

	

	

ゴール後の大門さんと大
分県立日田林工高等学

校の重田先生。すでに気
持ちは、翌日のレースに
向かっているようでした	

　２２日朝にシングルスカルの予

選がスタートした。５００ｍ時点で

は大門さん１位通過がアナウン

スされた。どのくらいの差で入っ

てくるかなと２０００mのゴール付

近で待っていると、１位は別選手

の艇・・・。大門さんは３位での

ゴールだった。	

　遠くからの大門さんの様子も、　

うなだれているように見える。広　　　

いレース場を通り抜けていって、

クールダウン後の大門さんに会

う事ができた。	

　「昨日まで中間考査があって、

昨夜飛行機で大分から移動した

ので、乳酸も溜まったままで・・」	

「でも、明日の敗者復活戦でがん

ばります!」と微笑んでくれた。	

	

	

	

初日の予選では3位。準決勝に進めない!？	  

さわやか笑顔の大門さん（中央）。	
福岡のタレント発掘事業で見い	
だされ、ボートを始めてまだ２年	

ゴール	

大門さん	

ゴール直前。	  
予選敗退？	  
まさか〜・・・	  



　翌日の敗者復活戦では調子を
取り戻し、堂々の準勝進出。記録
は、予選・敗者復活戦の全選手

の中でも最速だった。	
　準決勝も危なげなく通過、決勝

はスタートから積極的に飛び出し
て、2位以下を１２秒ほど引き離し
て優勝！	

　重田先生から「３位は昨年のナ
ショナルチーム選手。アジア大会　

でもメダルをとり、日本女子軽量
級のトップ。そんな選手を見事破
り優勝できたことは、大門にとっ

ても自信につながったものと思
う」とコメントをいただいた。	  
　初日の悔しさを、優勝へと紡ぐ
ストーリーを産み出す大門さん。
「この優勝で、シニアのワールド

カップ、世界選手権の参加が検
討されています（重田先生）」。	  

世界の舞台で、どんなシーンを
魅せてくれるのか。応援がますま
す楽しみになってきた！	

	

敗者復活戦からの！映画のような優勝ストーリー	  

ゴールしたときは優勝し
た実感なくて、驚きのほ
うが大きかったです	
	

「日本一」の瞬間って、そ
うなんでしょうか（笑）	  
おめでとうございます！	

戸田ボートレース場。	
競艇ではない競技のボートの応援
は「戸田公園駅」からゴール地点を
目指して。戸田駅からバス「戸田競
艇場入口」で降りると、そこはス
タート地点。場内だけで２km歩くこ
とになります（涙）	



第 37 回全日本軽量級選手権大会　レース結果	  
この大会に参加する選手には、女子は59kg以下（男子は70kg以下）等の
条件があります	

予選	

敗者復活戦	

準決勝	

決勝	

予選は８組・４３名出場。	  
大門さんはB組で3位。	  

敗者から7名、準決勝へ。	  
大門さんは最速の結果!	  

準決勝も順調な勝ち上
がり	  

スタートからゴールまで
首位をキープ！	  優

勝	


